
JP 2017-211507 A 2017.11.30

10

(57)【要約】
【課題】コストの上昇およびデザインの制約を抑制しつ
つ動画特性を改善し、動画を表示しても、尾引きのある
ぼやけた表示とならない液晶表示装置を得る。
【解決手段】外部から入力されるタイミング信号および
画像データ信号に基づいて、表示面側のＲＧＢパネルに
表示データを書き込むＲＧＢ画像制御部と、タイミング
信号および画像データ信号に基づいて、バックライト側
のＬＶパネルに表示データを書き込むＬＶ画像制御部と
を備え、ＬＶ画像制御部は、ＲＧＢパネルへの表示デー
タの書き込みが開始された後、あらかじめ設定された遅
延時間だけ遅延したタイミングで、ＬＶパネルに表示デ
ータを書き込むとともに、ＲＧＢパネルへの次の表示デ
ータの書き込みが開始されるよりも前のタイミングで、
ＬＶパネルに黒画像を書き込む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示面側のＲＧＢパネルとバックライト側のＬＶパネルとを重ね合わせた構成を有する
液晶表示装置であって、
　外部から入力されるタイミング信号および画像データ信号に基づいて、前記ＲＧＢパネ
ルに表示データを書き込むＲＧＢ画像制御部と、
　前記タイミング信号および前記画像データ信号に基づいて、前記ＬＶパネルに表示デー
タを書き込むＬＶ画像制御部と、を備え、
　前記ＬＶ画像制御部は、前記ＲＧＢパネルへの表示データの書き込みが開始された後、
あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延したタイミングで、前記ＬＶパネルに表示データ
を書き込むとともに、前記ＲＧＢパネルへの次の表示データの書き込みが開始されるより
も前のタイミングで、前記ＬＶパネルに黒画像を書き込む
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ＬＶ画像制御部は、
　前記タイミング信号に含まれるクロック信号の周波数を２倍して、２倍クロック信号を
生成するＰＬＬ回路と、
　前記２倍クロック信号により、前記画像データ信号を２回繰り返し読み込んで、一方の
画像データを、あらかじめ設定されたオン時間だけ後に来るように並べ替えて、ライン単
位の表示データとして出力するＬＶ画像処理部と、
　前記表示データを、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延させて出力する遅延回路と
、
　前記２倍クロック信号により、第１期間で前記遅延回路を通った表示データを選択して
出力し、第２期間で黒画像の表示データを選択して出力するデータ選択部と、
　を有する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ＬＶパネルは、２本のゲートラインが、１つのゲート駆動回路で同時に駆動できる
ように構成されるとともに、少なくとも２つのサブピクセルが１つにまとめられて、奇数
ゲートライン駆動用のソースラインおよび偶数ゲートライン駆動用のソースラインが設け
られ、
　前記ＬＶ画像制御部は、
　　前記画像データ信号を読み込んで、一方の画像データを、あらかじめ設定されたオン
時間だけ後に来るように並べ替えて、２ライン分の表示データとして出力するＬＶ画像処
理部と、
　　前記表示データを、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延させて出力する遅延回路
と、
　を有する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ＬＶ画像制御部は、表示される画像の明るさがあらかじめ設定された閾値以上であ
る場合には、前記ＬＶパネルに黒画像を書き込まない
　請求項１から請求項３までの何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記ＲＧＢ画像制御部は、表示される画像の明るさが前記閾値よりも小さく、前記ＬＶ
画像制御部が前記ＬＶパネルに黒画像を書き込む場合に、前記ＬＶ画像制御部が前記ＬＶ
パネルに黒画像を書き込まないときよりも、前記ＲＧＢパネルの透過率を上げる
　請求項４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶パネルを２枚重ね合わせた構成を有する液晶表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来から、バックライトを複数の発光領域に分割し、バックライトを間欠発光させるこ
とにより、動画を表示しても、尾引きのあるぼやけた表示とならない液晶表示装置が知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。なお、特許文献１では、バックライトとして蛍光
ランプを用いているが、ＬＥＤ（発光ダイオード：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅ）を用いた場合でも同様である。
【０００３】
　また、表示面側の第１のパネルおよびバックライト側の第２のパネルの２枚の液晶パネ
ルを重ね合わせて構成され、第２のパネルがカラーフィルタを持たず、通過する光の量を
調整する機能のみを有することにより、黒を表示する際に、第１のパネルに入射される光
の量を第２のパネルで抑えることで、黒の輝度を下げることができ、高いコントラストを
実現した液晶表示装置が知られている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２０２２８６号公報
【特許文献２】特開２０１１－７６１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２の液晶表示装置では、バックライトを間欠発光させる構成を
有していないので、動画を表示する際に、尾引きのあるぼやけた表示になってしまうとい
う問題がある。
【０００６】
　ここで、特許文献２の液晶表示装置に、特許文献１のバックライトを間欠発光させる構
成を適用した場合には、バックライトを間欠発光させるための追加の回路（追加のＬＥＤ
ドライバ）が必要になり、コストが高くなるという問題がある。また、直下型のバックラ
イト、または左右にＬＥＤが配置されたエッジ型のバックライトが必要になり、デザイン
に制約が発生するという問題もある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、コストの上昇お
よびデザインの制約を抑制しつつ動画特性を改善し、動画を表示しても、尾引きのあるぼ
やけた表示とならない液晶表示装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る液晶表示装置は、表示面側のＲＧＢパネルとバックライト側のＬＶパネ
ルとを重ね合わせた構成を有する液晶表示装置であって、外部から入力されるタイミング
信号および画像データ信号に基づいて、ＲＧＢパネルに表示データを書き込むＲＧＢ画像
制御部と、タイミング信号および画像データ信号に基づいて、ＬＶパネルに表示データを
書き込むＬＶ画像制御部と、を備え、ＬＶ画像制御部は、ＲＧＢパネルへの表示データの
書き込みが開始された後、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延したタイミングで、Ｌ
Ｖパネルに表示データを書き込むとともに、ＲＧＢパネルへの次の表示データの書き込み
が開始されるよりも前のタイミングで、ＬＶパネルに黒画像を書き込むものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明に係る液晶表示装置によれば、外部から入力されるタイミング信号および画像
データ信号に基づいて、表示面側のＲＧＢパネルに表示データを書き込むＲＧＢ画像制御
部と、タイミング信号および画像データ信号に基づいて、バックライト側のＬＶパネルに
表示データを書き込むＬＶ画像制御部とを備え、ＬＶ画像制御部は、ＲＧＢパネルへの表
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示データの書き込みが開始された後、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延したタイミ
ングで、ＬＶパネルに表示データを書き込むとともに、ＲＧＢパネルへの次の表示データ
の書き込みが開始されるよりも前のタイミングで、ＬＶパネルに黒画像を書き込む。
　そのため、コストの上昇およびデザインの制約を抑制しつつ動画特性を改善し、動画を
表示しても、尾引きのあるぼやけた表示とならない液晶表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の液晶パネルを示す断面図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の概念を示す説明図である。
【図３】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置を示すブロック構成図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のＬＶ画像制御部を示すブロック構
成図である。
【図５】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図６】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置におけるガンマ補正の概念を示す説
明図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のＲＧＢ画像制御部を示すブロック
構成図である。
【図８】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のＬＶ画像制御部を示すブロック構
成図である。
【図９】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の効果を示す説明図である。
【図１０】この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置のＬＶパネルを抜粋して示す構成
図である。
【図１１】この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、この発明に係る液晶表示装置の好適な実施の形態につき図面を用いて説明するが
、各図において同一、または相当する部分については、同一符号を付して説明する。
【００１２】
　実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の液晶パネルを示す断面図である
。図１において、液晶パネル１００は、バックライト１０、表示面側のＲＧＢ（Ｒｅｄ－
Ｇｒｅｅｎ－Ｂｌｕｅ）パネル２０およびバックライト側のＬＶ（Ｌｉｇｈｔ　ｖａｌｖ
ｅ）パネル３０から構成されている。なお、ＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０は、
ともに液晶パネルである。
【００１３】
　バックライト１０は、例えばプラスチック等の遮光性を有する筐体（図示せず）の底部
に取り付けられ、ＬＶパネル３０に向けて光を照射する。なお、バックライト１０は、Ｌ
ＥＤや導光板、光学シート等で構成されるが、図示を省略している。
【００１４】
　ＲＧＢパネル２０は、表示面側の上部ガラス基板２１、バックライト側の下部ガラス基
板２２、上部ガラス基板２１と下部ガラス基板２２との間に液晶が封入された液晶層（図
示せず）、上部ガラス基板２１の表示面側に貼り合わせられた第１偏光板２３、および下
部ガラス基板２２のバックライト側に貼り合わせられた第２偏光板２４から構成されてい
る。
【００１５】
　ここで、第１偏光板２３および第２偏光板２４は、それぞれ特定の振動方向の光のみを
透過させるものであり、第１偏光板２３と第２偏光板２４とは、偏光方向同士が直交する
クロスニコルに配置されている。なお、上部ガラス基板２１と下部ガラス基板２２との間
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には、液晶駆動用の共通電極や通過する光にＲＧＢの色を付加するカラーフィルタ、配向
膜等が設けられているが、図示を省略している。
【００１６】
　ＬＶパネル３０は、表示面側の上部ガラス基板３１、バックライト側の下部ガラス基板
３２、上部ガラス基板３１と下部ガラス基板３２との間に液晶が封入された液晶層（図示
せず）、および下部ガラス基板３２のバックライト側に貼り合わせられた第３偏光板３３
から構成されている。
【００１７】
　ここで、第３偏光板３３は、特定の振動方向の光のみを透過させるものであり、第３偏
光板３３とＲＧＢパネル２０の第２偏光板２４とは、偏光方向同士が直交するクロスニコ
ルに配置されている。なお、上部ガラス基板３１と下部ガラス基板３２との間には、液晶
駆動用の共通電極や配向膜等が設けられているが、図示を省略している。また、ＬＶパネ
ル３０は、通過する光の量を制御するだけなので、カラーフィルタは不要である。
【００１８】
　以下、図２を参照しながら、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の概念につい
て説明する。図２では、ある画素におけるＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０の輝度
変化、並びにＲＧＢパネル２０とＬＶパネル３０とを組み合わせた液晶パネル１００の輝
度変化を示している。
【００１９】
　図２において、ＲＧＢパネル２０の輝度が変化するタイミングから、あらかじめ設定さ
れた遅延時間だけ遅延したタイミングで、ＬＶパネル３０をオンし、ＲＧＢパネル２０の
輝度が変化する次のタイミングよりも前にＬＶパネル３０をオフすることにより、ＬＶパ
ネル３０に黒画像を挿入する。
【００２０】
　ここで、ＬＶパネル３０をオンするとは、ＲＧＢパネル２０に表示される画像と同一の
画像をＬＶパネル３０に表示することであり、ＬＶパネル３０をオフするとは、ＬＶパネ
ル３０に黒画像を表示することである。
【００２１】
　すなわち、ＲＧＢパネル２０が１回表示データを書き込む１フレーム期間において、Ｌ
Ｖパネル３０をオンするタイミングおよびオフするタイミングがあり、ＬＶパネル３０で
は、１フレーム期間において、２回の書き込みが実行される。
【００２２】
　これにより、ＲＧＢパネル２０の輝度とＬＶパネル３０の輝度とを組み合わせた液晶パ
ネル１００の合成輝度が、インパルス駆動のような輝度変化になり、動画を表示しても、
尾引きのあるぼやけた表示とならず、動画特性を改善することができる。
【００２３】
　なお、遅延時間は、ＲＧＢパネル２０の液晶の応答時間等を考慮して設定される。また
、ＬＶパネル３０をオンしてからオフするまでのオン時間は、液晶パネル１００の応答特
性および輝度特性に応じて、あらかじめ自由に設定することができる。
【００２４】
　以下、上述したこの発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の概念を実現するための構
成について説明する。図３は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置を示すブロッ
ク構成図である。図３において、この液晶表示装置は、ＲＧＢパネル２０、ＬＶパネル３
０、ＲＧＢ画像制御部４０およびＬＶ画像制御部５０を備えている。
【００２５】
　ＲＧＢ画像制御部４０は、図示しないホストコントローラから入力される水平同期信号
（Ｈｓｙｎｃ）および垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、クロック信号並びに画像データ信号
に基づいて、ＲＧＢパネル２０にＲＧＢ制御信号を出力し、ＲＧＢパネル２０に表示デー
タを書き込む。
【００２６】
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　ＬＶ画像制御部５０は、ホストコントローラから入力される水平同期信号および垂直同
期信号、クロック信号並びに画像データ信号に基づいて、ＬＶパネル３０にＬＶ制御信号
を出力し、ＬＶパネル３０に表示データを書き込む。
【００２７】
　具体的には、ＬＶ画像制御部５０は、ＲＧＢパネル２０への表示データの書き込みが開
始された後、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延したタイミングで、ＬＶパネル３０
に表示データを書き込むとともに、ＲＧＢパネル２０への次の表示データの書き込みが開
始されるよりも前のタイミングで、ＬＶパネル３０に黒画像を書き込む。
【００２８】
　図４は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のＬＶ画像制御部を示すブロック
構成図である。図４において、ＬＶ画像制御部５０は、ＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ　Ｌｏｃｋｅ
ｄ　Ｌｏｏｐ）回路５１、ＬＶ画像処理部５２、遅延回路５３、データ選択部５４および
ゲートタイミング生成回路５５を有している。
【００２９】
　ＰＬＬ回路５１は、ＬＶ画像制御部５０に入力されるクロック信号の周波数を２倍して
、２倍クロック信号を生成する。具体的には、ＰＬＬ回路５１は、周波数が６０Ｈｚであ
るクロック信号の周波数を２倍して、周波数が１２０Ｈｚである２倍クロック信号を生成
する。
【００３０】
　ＬＶ画像処理部５２は、ＰＬＬ回路５１で生成された２倍クロック信号により、ＬＶ画
像制御部５０に入力される画像データ信号を２回繰り返し読み込んで、一方の画像データ
を、あらかじめ設定されたオン時間だけ後に来るように並べ替えて、ライン単位の表示デ
ータとして出力する。
【００３１】
　具体的には、ＬＶ画像処理部５２は、１回目に読み込んだ１ライン目の画像データをａ
期間（第１期間）の表示データとし、２回目に読み込んだ１ライン目の画像データをｂ期
間（第２期間）の表示データとして、ａ期間の表示データからオン時間だけ後に来るよう
に並べる。なお、１ライン目のａ期間の表示データとｂ期間の表示データとの間には、別
のラインの表示データが並べられる。
【００３２】
　遅延回路５３は、シフトレジスタ等により構成され、ＬＶ画像処理部５２から出力され
た表示データを、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延させて出力する。
【００３３】
　データ選択部５４は、ＰＬＬ回路５１で生成された２倍クロック信号により、ａ期間で
遅延回路５３を通った表示データを選択して出力し、ｂ期間で黒画像の表示データを選択
して出力する。
【００３４】
　ゲートタイミング生成回路５５は、ＬＶ画像制御部５０に入力される水平同期信号およ
び垂直同期信号、並びにＰＬＬ回路５１で生成された２倍クロック信号に基づいて、書き
込みタイミングに合うように、ゲート制御信号を生成して出力する。
【００３５】
　なお、ＬＶ画像制御部５０からＬＶパネル３０に出力されるＬＶ制御信号は、データ選
択部５４から出力される表示データと、ゲートタイミング生成回路５５から出力されるゲ
ート制御信号とを含む。
【００３６】
　図５は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャート
である。図５では、ある画素におけるＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０の輝度変化
、並びにＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０に出力される表示データを示している。
【００３７】
　図５において、ＲＧＢパネル２０に出力される表示データの１ｓｔ、２ｎｄ、・・・は
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、ＲＧＢパネル２０の第１ラインの１フレーム期間、第２ラインの１フレーム期間、・・
・にそれぞれ対応している。
【００３８】
　また、ＬＶパネル３０に出力される表示データは、ＲＧＢパネル２０に出力される表示
データの１ラインの期間を半分にしたものであり、ａ期間とｂ期間とに分けられている。
ここで、ａ期間は、図２におけるＬＶパネル３０をオンするタイミングで表示データを書
き込む期間であり、ｂ期間は、ＬＶパネル３０をオフするタイミングで黒画像を書き込む
期間である。
【００３９】
　図５より、まず、ＲＧＢパネル２０の第１ラインへの表示データの書き込みが開始され
ると、ＲＧＢパネル２０の輝度が変化するタイミングから、遅延時間だけ遅延したＬＶパ
ネル３０をオンするタイミングにおいて、ａ期間で表示データが書き込まれる。
【００４０】
　続いて、ＬＶパネル３０をオンするタイミングから、オン時間が経過したＬＶパネル３
０をオフするタイミングにおいて、ｂ期間で黒画像の表示データが書き込まれる。これに
より、図２に示したこの発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の概念を実現することが
でき、動画特性を改善することができる。
【００４１】
　以上のように、実施の形態１によれば、外部から入力されるタイミング信号および画像
データ信号に基づいて、表示面側のＲＧＢパネルに表示データを書き込むＲＧＢ画像制御
部と、タイミング信号および画像データ信号に基づいて、バックライト側のＬＶパネルに
表示データを書き込むＬＶ画像制御部とを備え、ＬＶ画像制御部は、ＲＧＢパネルへの表
示データの書き込みが開始された後、あらかじめ設定された遅延時間だけ遅延したタイミ
ングで、ＬＶパネルに表示データを書き込むとともに、ＲＧＢパネルへの次の表示データ
の書き込みが開始されるよりも前のタイミングで、ＬＶパネルに黒画像を書き込む。
　そのため、コストの上昇およびデザインの制約を抑制しつつ動画特性を改善し、動画を
表示しても、尾引きのあるぼやけた表示とならない液晶表示装置を得ることができる。
　すなわち、特別なバックライトを使用する必要がないので、液晶表示装置のコストアッ
プが発生せず、かつデザインの制約なく応答性能を向上させることができる。
【００４２】
　実施の形態２．
　上記実施の形態１では、ＲＧＢパネル２０への表示データの書き込みが開始された後、
遅延時間だけ遅延したタイミングで、ＬＶパネル３０に表示データを書き込むとともに、
ＲＧＢパネル２０への次の表示データの書き込みが開始されるよりも前のタイミングで、
ＬＶパネル３０に黒画像を書き込むと説明した。しかしながら、ＬＶパネル３０に黒画像
を書き込む場合には、液晶パネル１００全体の輝度が低下する。
【００４３】
　ここで、特許文献１のバックライトを間欠発光させる構成では、どのような画像でも必
ず輝度が低下することから、輝度を保つためにバックライト自体の輝度を高くしなければ
ならず、コストが高くなるという問題がある。
【００４４】
　これに対して、この発明に係る液晶表示装置では、画素ごとに黒画像を挿入するか否か
を選択することができるので、表示する画像が明るい場合には、黒画像を挿入しないこと
により、バックライト１０の輝度を上げないままで液晶パネル１００の最高輝度を維持し
、表示する画像が暗い場合には、黒画像を挿入することにより、動画特性を改善すること
ができる。
【００４５】
　そこで、この発明の実施の形態２では、表示する画像の明るさを判定し、明るさがあら
かじめ設定された閾値以上である場合には、ＬＶパネル３０に黒画像を挿入せず、明るさ
が閾値よりも小さい場合に、ＬＶパネル３０に黒画像を挿入する方法について説明する。
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【００４６】
　なお、表示する画像の明るさに応じてＬＶパネル３０に黒画像を挿入するか否かを選択
する場合には、ＬＶパネル３０に黒画像を挿入したときの液晶パネル１００の輝度と、黒
画像を挿入しないときの液晶パネル１００の輝度との間に、閾値を境としたずれが生じる
。そのため、ＬＶパネル３０に黒画像を挿入する場合には、ＲＧＢパネル２０のガンマ補
正を行い、透過率を上げる必要がある。
【００４７】
　以下、図６を参照しながら、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置におけるガン
マ補正の概念について説明する。図６の横軸は、表示する画像の明るさを示し、縦軸は、
液晶パネル１００の輝度を示している。
【００４８】
　図６において、実線は、求められる液晶パネル１００の輝度を示している。また、閾値
よりも左側の四角部分は、ＬＶパネル３０に黒画像を挿入した場合のバックライト１０お
よびＬＶパネル３０による最大輝度を示し、閾値よりも右側の四角部分は、ＬＶパネル３
０に黒画像を挿入しない場合のバックライト１０およびＬＶパネル３０による最大輝度を
示している。
【００４９】
　ここで、液晶パネル１００の輝度は、ＲＧＢパネル２０の輝度と、バックライト１０お
よびＬＶパネル３０による輝度とを掛け合わせたものとして表される。そのため、実線で
表される液晶パネル１００の輝度を実現するために、ＲＧＢパネル２０のガンマ補正を行
い、透過率を上げることにより、ＲＧＢパネル２０の輝度を、破線で示す折れ線のように
変化させる必要がある。
【００５０】
　以下、上述したこの発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の概念を実現するための構
成について説明する。図７は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のＲＧＢ画像
制御部を示すブロック構成図である。図７において、ＲＧＢ画像制御部４０は、ＲＧＢ画
像処理部４１、ガンマ補正回路４２およびゲートタイミング生成回路４３を有している。
【００５１】
　ＲＧＢ画像処理部４１は、ＲＧＢ画像制御部４０に入力されるクロック信号により、Ｒ
ＧＢ画像制御部４０に入力される画像データ信号を読み込んで、ライン単位の表示データ
として出力する。このとき、ＲＧＢ画像処理部４１は、表示する画像の明るさも併せて出
力する。
【００５２】
　ガンマ補正回路４２は、ＲＧＢ画像処理部４１から出力された表示する画像の明るさに
基づいて、ＲＧＢパネル２０の輝度が、図６に示した折れ線のようになるように、ＲＧＢ
画像処理部４１から出力された表示データを補正して出力する。
【００５３】
　ゲートタイミング生成回路４３は、ＲＧＢ画像制御部４０に入力される水平同期信号、
垂直同期信号およびクロック信号に基づいて、書き込みタイミングに合うように、ゲート
制御信号を生成して出力する。
【００５４】
　図８は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のＬＶ画像制御部を示すブロック
構成図である。図８において、ＬＶ画像制御部５０の構成は、図４に示したものと同様で
あるが、ＬＶ画像処理部５２は、表示する画像の明るさをデータ選択部５４に出力する。
【００５５】
　データ選択部５４は、表示する画像の明るさが閾値以上である場合には、黒画像を挿入
しないとして、ＰＬＬ回路５１で生成された２倍クロック信号により、ａ期間で遅延回路
５３を通った表示データを選択して出力し、ｂ期間でも、遅延回路５３を通った表示デー
タを選択して出力する。
【００５６】
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　一方、データ選択部５４は、表示する画像の明るさが閾値よりも小さい場合には、黒画
像を挿入するために、ＰＬＬ回路５１で生成された２倍クロック信号により、ａ期間で遅
延回路５３を通った表示データを選択して出力し、ｂ期間で黒画像の表示データを選択し
て出力する。
【００５７】
　図９は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の効果を示す説明図である。図９
において、上述したこの発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構成を適用することに
より、表示する画像が明るい場合であっても、液晶パネル１００の輝度を低下させること
なく、動画特性を改善することができる。
【００５８】
　以上のように、実施の形態２によれば、画素ごとに黒画像を挿入するか否かを選択する
ことにより、表示する画像が明るい場合には、黒画像を挿入しないことで、バックライト
の輝度を上げないまま液晶パネルの最高輝度を維持し、表示する画像が暗い場合には、黒
画像を挿入することで、中間階調の動画特性を改善することができる。
【００５９】
　実施の形態３．
　上記実施の形態１、２では、ＲＧＢパネル２０が１回表示データを書き込む１フレーム
期間において、ＬＶパネル３０では、２回の書き込みが実行されると説明した。しかしな
がら、１フレーム期間において、ＬＶパネル３０に２回の書き込みを実行するためには、
ＬＶパネル３０は、２回書き込みのために最適化された構成を有する必要がある。また、
ＰＬＬ回路５１を追加して設ける必要もある。
【００６０】
　そこで、ＬＶパネル３０において、通常は１ラインのみ駆動しているゲートを、２ライ
ン分同時に駆動できる構成とすることにより、１フレーム期間において、ＬＶパネル３０
に２回の書き込みを実行する必要がなくなり、ＬＶパネル３０およびＲＧＢパネル２０に
同一の設計ルールを適用することができるとともに、ＰＬＬ回路５１を不要にすることが
できる。
【００６１】
　図１０は、この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置のＬＶパネルを抜粋して示す構
成図である。図１０において、２本のゲートラインは、１本にまとめられ、ゲート駆動回
路は、２ライン分のゲートを同時に駆動できるようになっている。
【００６２】
　また、ソースについては、通常１ゲートラインごとに、ＴＦＴを介して液晶に電圧を印
加できるようになっているが、図１０では、少なくとも２つのサブピクセルが１つにまと
められ、奇数ゲートライン駆動用のソースライン、および偶数ゲートライン駆動用のソー
スラインが交互に設けられている。
【００６３】
　上記のような構成を有することにより、ゲートは、２ライン同時に駆動され、２ライン
同時に書き込むことができる。これにより、ＲＧＢパネル２０とＬＶパネル３０との書き
込み速度を、等しくすることができる。
【００６４】
　図１１は、この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャー
トである。図１１では、ある画素におけるＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０の輝度
変化、並びにＲＧＢパネル２０およびＬＶパネル３０に出力される表示データを示してい
る。
【００６５】
　図１１において、ＬＶパネル３０に出力される表示データは、図５の場合と比較して２
倍になり、ａ期間とｂ期間とがパラレルで処理される代わりに、書き込み速度が１／２に
なっていることが分かる。また、ＬＶパネル３０の書き込み時間も、図５の場合と比較し
て２倍になり、ＲＧＢパネル２０と等しくなっていることが分かる。
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【００６６】
　このとき、ＬＶ画像制御部５０において、図３に示したＰＬＬ回路５１およびデータ選
択部５４は不要になり、ＬＶ画像処理部５２は、画像データ信号を読み込んで、一方の画
像データを、あらかじめ設定されたオン時間だけ後に来るように並べ替えて、２ライン分
の表示データとして出力し、遅延回路５３は、表示データを、あらかじめ設定された遅延
時間だけ遅延させて出力する。
【００６７】
　以上のように、実施の形態３によれば、ＬＶパネルのゲートを、２ライン分同時に駆動
できる構成とすることにより、１フレーム期間において、ＬＶパネルに２回の書き込みを
実行する必要がなくなり、ＬＶパネルおよびＲＧＢパネルに同一の設計ルールを適用する
ことができる。
【符号の説明】
【００６８】
　１０　バックライト、２０　ＲＧＢパネル、２１　上部ガラス基板、２２　下部ガラス
基板、２３　第１偏光板、２４　第２偏光板、３０　ＬＶパネル、３１　上部ガラス基板
、３２　下部ガラス基板、３３　第３偏光板、４０　ＲＧＢ画像制御部、４１　ＲＧＢ画
像処理部、４２　ガンマ補正回路、４３　ゲートタイミング生成回路、５０　ＬＶ画像制
御部、５１　ＰＬＬ回路、５２　ＬＶ画像処理部、５３　遅延回路、５４　データ選択部
、５５　ゲートタイミング生成回路、１００　液晶パネル。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１０】

【図１１】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其在抑制成本上升和设计限制
的同时改善运动图像特性，并且即使在显示运动图像时也不会成为具有
后缘的模糊显示。 RGB图像控制单元，基于从外部输入的定时信号和图
像数据信号，在显示面侧的RGB面板上写入显示数据。以及在LV面板上
写入显示数据的LV图像控制单元，其中在开始将显示数据写入RGB面板
之后，LV图像控制单元在延迟了预设延迟时间的定时将显示数据输出到
LV面板。写入显示数据并在开始将下一显示数据写入RGB面板之前的时
刻将黑色图像写入LV面板。 点域4
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